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TheCenciは1819年8月に書 き上 げ られ,9月 に 先 ず イ タ リ ア の
Livornoで,翌1820年3月半ば には英 国で出版 され,そ の時 この作 品 は
可成 りよ く売れShelleyがそれまでに発表 したどの作 品 よ りも多 く の批
評 を受け た.theExaminerは「明 らかに当代で最 も偉大 な劇作 品 で あ0
り,す ぐに第 二版 が出 る だ ろ う.」と言 い,theTheatricallnquisitor
は 「第一 級の劇の力作 として 「チエ ンチ家」 は劇に与 えられ るあ らゆ る特
0
質の美しざで並ぶ ものがない……」と激賞している.これに 反 し てthe
LiteraryGazetteは「知的墮落 と詩的無神論が現代 に生み出すあらゆ る
忌わしい ものの中でこの悲劇は最 も忌わしい と思われる」と冒頭で述べた
後,こ れは人間が仲間を満足さぜるために作 ったものではな くて,地獄の





TheCenciで最 も目立つ事は抒 情 性 の 欠 如 で あ る.表現様式で は
Shelleyの他 詩に見 られる様な華美な叙述的表現や比喩的表現 は余 り
用いず内容 も他の作品の様に美 しい空想の世界ではな くて,愛情 と憎悪 と
悲哀が織 りなす激情の世界なのだ.こ れはShelleyがこの作品を書 くに




生 じたか らであ る.当 時,劇 の観衆 に最 も好 まれ た ものは メー ドーラマや茶
番劇で芸術的 価値 の高い ものは要求 され なか った.従 って ロマ ン派の詩人
が劇を書 く場 合には,当 然 の結果 として 彼等 のimaginationを自 在 に
働 かす事 を控 え,内 容,表 現共に観衆 の好 みに合 わ せるため,本 来の才能








った頃ThomasLovePeacock宛の手紙で語 っている.「私は今 の と
ころ次の様な期待を根拠に,切に成功する事を望んでいます.そ れは,'こ
の悲劇が作品としてはRemorseを除けば今までに演ぜられた現代劇 のど











をお く老年に至 って も尚罪多い日を送 っている.莫 大なな財力のお蔭で,
罪のため奪われる筈の生命を三度 も救われて来ている.そ して彼は肉慾に
耽 り快楽を追求した若い間は幸せだったと自ら述懐している.年を経るに
従 ってこの甘い享楽には飽き,人 を殺 しその苦悶の声に快感を覚えるがそ
れにも満足出来なくなった今は人の魂の苦 しみを楽しむようになる.そ し
て人を苦しめるこの悦びの対象が肉親に集中されて来 る.肉親に対する憎
悪は餓死を願 ってス ペ イ ンに送 った息子二人の死を神に祈 り,末の息子
Bernardo及び後妻で継倒のLucretiaには死んで地獄へ落ちるこ と を
祈 り,末娘Beatriceの処置は 「黙々たる空気にも聞かれる事を恐れ る」
とその恐ろしさを暗示している.Cenciのこうした残忍性は全 く生来の異常





: あ りが たい!一 夜の中に,な その よ うな方法で,
俺 の求 め ることを成 し遂 げて くれ た.
あ の親 不孝 で始末におえ ぬ息子が死 んだ!・
そ うだ,死 んだのだ!… …




尽 し自分 の魂は神に渡 してよいと考える.自分は悪の代表で,闇 を求める
者であ る事を認める彼の目的は秩序あるものを破壊し,光明を暗黒に融合
させる事 だ.そのために彼が狙 うものは善と美の代 表 者Beatriceの魂
である.何 と知的かつ悪魔的な罪悪だろ う.ぎらぎら輝 く太陽を眺めて,
彼は己れの目論見 を独 白する.






















いる.その力は財力 と知力 と精神力だ.黄金は 「この老人の剣」である.
この劇の初めでも広大な領地を教皇に提供 して殺人罪を揉み消してもらっ
ている.しかもこの揉み消しはCamilloがCenciの改心を教皇に保証 した
結果だと知 って,改 心するどころか尚更安心してCamilloには 次の計画
を打明ける事が出来 ると喜ぶ.義 理,後 悔,恐 怖 という感情は全然ない.
それだけに一層周囲の者は恐れ戦 く.宴会の場での威嚇は正にこの様な財
力 と無感情の気質の現われである.祝宴が息子の死を祝 う為の ものである
と伝えられた時mの 者は血相を変え,口 々に 「捕え ろ」 「黙 らせ ろ」
「わしがやろう」 と奮い立ち,Beatriceは敢然と立ち上って 父の自髪に
隠れる 「虐待と邪悪な憎悪」か ら救って くれと嘆願 す る が,一 言Cenci
がその復讐の恐ろしきは「王の捺印をした殺 しの令状同様」であると言えば











な くて,い つか過 ぎ去 った世 界の悪を懲 らす運命を受けてい る悪 霊であ る
ような気がす る.」(W.i.160-2)と その超人的力 を自認'して い る.
それ故 に肉体 が亡び て もその霊 は永遠 に存在 してBeatriceを悩 ま し 続







Cenciは生前,死 後を通 じてすべてを支配する一つの恐 しい力の様に考
⑦
えられる.丁 度Caesarの様 に.
これに対 してBeatriceは美と正義と知性の表象 で あ る.その美しさ
はすべての ものを麗わしくし,「Cenciの心に潜む悪霊を殺 せる と思 え
る」程の ものであ り,しかもそれに乙女の従順 さが加わっていて,父 から
の奇妙な虐待にも堪え,更 に自分と同様に虐待を受けている弱い者(Lu-
cretia及びBernardQ)『に対しては頑丈な壁の様な保護者となって 感謝
されて来た.従 って高僧Orsinoと愛 し合 った事 もあ る が,自分は:;
弟のために苦 しまねばならぬ問はこの不幸な家を去 る事が出来ないから曽
ての愛 も今は苦痛 と変ってしまったと諦 らめる.彼女の知性は不正や曖昧
さをいち早 く見抜 く力 を持っている.それでOrsinoと結婚し な い 今一
つの理由としてOrsinoには彼女に合わない 「陰険で瞹昧な言葉を使 う血
が流れている」か ら頼 りに出来ないことを 挙げる.Orsinoの態度に何か
彼 自身の利益のために謀っているところがあると気づき今度Cenciの虐
待に関する嘆願書提出に彼が全力をあげると騙 しても信 じない.こ の様 に













私の指 も手足 も互いににかわで くっつけて
私の筋肉に喰い入 り,私の肉体 を溶かして
腐敗 きせ,こ まやかで清 らかな,二 番奥にある
生気ある魂を腐 らせるのです.(皿.i.13-23)
調和したBeatriceはもう見 られ ず,一 度に暗黒に覆われ,最 も清 らか
であった魂が腐 るのを感ずるとその気持は不安に満ち,し かも過去の思い
出は絶望ばか りで未来の見通しも勿論ない.こ れまでの彼女 は忍耐の極限
に来ている.し か も嘆願書は受け られず(実 際はOrsinoが預 っ て 握 り






意に誘い込む.他 の対策としては,自 殺,告 訴,忍 耐が考えられるが
OrsinoとBeatriceの問答,対 話は極めて自然な形でこの中のいずれ も
不可能であると断定する.こ れがBeatriceの致命的な過ち と な る.ヵ
トリック教徒である彼等には自殺は宗教的畏怖のために不可能であ り,法
律 に訴えて も今の自分を苦 しみから救 えるような法 律 が な い 上 却 って
Cenciの怒 りのために一層苦しめられると予想され,忍耐 も限 界 で あ れ
ば,今 やCenci殺害が唯一の方法であると考える様に な ったBeatrice
は,宗 教家Orsinoに殺害の絶対必要性 をまことしやかに説 か れ て,そ
の決断を固める.そ してたとえOrsinoの言に動かされてそこ に い た っ
た ものであっても最終的決断は彼女自身の知性と正義感が神に祈って 「何
が正しいか」 を決めた結果となり,彼女は待伏の場 と してPetrella城
への途上道が山狭 と炎又した真昼でも暗い所を指定する.この時彼女生来
の美 しさは影をひそめ無垢な乙女 らしさはす で に汚 され て い る.兄の
Giacomoが彼女の決心を伝え聞いた時,「ベ ァトリーチェよ,お前は無垢
の乙女のやさしさで,虫一つ踏んだことな く,生きた花を傷つけたことも
なく,不必要な涙をこぼして,哀 れんだものだ.美 しい妹よ,こ れ程の美
しさと知性がどうして互いに痛め合わないかと人が思った位のお前だった
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のに、お 前は破壊 されてしまったのか.」(翼.i.366-72)と哀れ む言
葉がその事を示している.
しか しこの待伏計画は失敗し新たな計画をOrsinoから聞 い て い る
BeatriceはPetrella城へ行うてから父が自分に浴びせた恐ろしい呪詛
の事を揖 から聞いて,父殺 しが一層神聖な義務であり,その行為は 「底知
れぬ地獄 の魂を一人の人間から撃退する」だけの事であると考える.下 手
人達には これは 「気高 く聖 らかな仕事」であると教え,寝 て いるCenci
を殺し得 ずに彼等が戻って来た時,恐 ろしく叱 り,罵 り,「慈悲は却って
神を侮辱 するのだ」(班.iii,30-1)と下手人から短剣を奪 って自ら赴
こうとしs或 は青ざめた母を見ては 「何 と青 ざめてい らし ゃ る こ と.私
達はしないでおけば恐ろしい罪になる事をするだけなのですよ.」(W.
iii.36-8)と慰める.正義 と自由のために敢 えて殺害を行 い その求 め
る所は害 を及ぼす者の魂である とい う点でBeatriceの立場はBrutus
なにぴと
のそれと似ている.しかし殺害後の態度を見る時 「この行為の責任は何人




















来るといった り,Orsinoの筆跡(示 された手紙は彼女の知 らない もので
あ る が 筆 跡は知っている筈)を 認めなかったり,法廷に引き出された下
手人Marzioの顔を知 らないと言った りする.更にこのMarzioが拷問
に耐 えられず遂に自状 した事を聞いては恐ろしい目で 「その心が痛む位」
睨みつけ,「 この人達は潔白です」 と供述を取消 さ せ る.Camilloに向
っては,優 しく知性があると知 られている彼がこんな茶番劇をじっと見て
いるのか,そ してどこかの臆病な男 鹽(Marzioのこと)を連れて来て,ひ
どい拷問にかけて偽 りの白状を強いるのか.と巧みに詰間し,遂 に 「彼女は
物 も言えない幼児同様潔白です.」 と証言させてその場を逃れるにいたる.
しかし共犯のLucretiaとGiacomoがもう自状 してしまった事を 知 り,
自分 も今自状せねば拷問にかけると言われた時,彼 女の悲しみと怒 りは深
刻である.その「魂の苦しみ」とは父殺 ししか逃げ道のない暴虐を課されて,
それから逃れる方法を講 じた者をこの世の法律 も,神 も守 って くれない事
と,自分の親族 までがその様な世間 との戦いをやめてしまった事に対する
悲 しみと怒 りなのだ6次 に引用する 「魂の苦 しみ」の裁判官への切 々たる










圧制者 と被圧制者の何 と墮落 した世界を私達が造ったかを考えると,





女 自身の心の奥にはやはり潔白だとい う信念があった事を考える時,再 び
同情せ ざるを得ない.同時にダ弱い「被圧制者」すべてのために戦い犠牲に
なった美 しく勇敢な乙女に心か ら敬意を表すのではないか.こ の美 しい姿
は最後 の場面になって一層高め られるのである.Camillo必死の教 皇 へ
の嘆願 も甲斐なく死刑判決書と執行令状を出 されて狂乱 し,「こんなに若
くして,神 秘的な,.冷たい,腐敗 さぜる,蛆虫の住む地下に行かねばなら




して最後 まで頑張って くれたCamiHoにはもう 「無用の御苦労を なさい
ません ように」と言い,母 には帯 を結び髪を整えてくれと頼み,自 分も栂
の髪を整 えて,役 入にすっか り用意が出来たと告げてこの劇は終 る.
Cenciは「悪」の代表であると同時に 「圧制 者 」の代表であ り:一.
七riceは「善」と 「美」の代表であると同時に 「被圧制者」の代表であって,
この劇の主題はこの二つの力の戦いである.これはTheRevoltof'lslam
に於ける 「圧制君主」対 ・Laonの戦い,PyometheusUnboundに於 け
るJupiter対Prometheusの戦い等 と同様She1工eyが好んで扱った主
題である.`incest'は昔から多 くの作家によっ「て扱われてい る が,この
劇ではその動機が肉慾ではなくて善 と美に対する憎悪に起因する.しかも
この憎悪はBeatrice個人に止まらず天界,地 上のすべての善と美 に 向
けられ,そ れを破壊することその ものを目的 とす る.こ の悪魔的性格が
Cenciの持つ悲劇的要素である.これに彼の絶対的な力が加わ っ て 彼を
一層悲劇的にしている.彼の力を絶対的にしているものには財力 とか知力
という彼 自身のカ と,被圧制者の無力の他に法律 と神の力がある∵無力の
被圧制者の中でBeatriceは圧制者 と戦 う義務を感 じて全力を尽 くす.
そして圧制者征服の手段である殺害はあくまで神から命 じられた義務であ
って,こ れを行わないことこそ罪になると考える彼女は最後 まで法律 と神
の救いを信 じているが,法律 も神 もこの美しく勇敢な犠牲者を救わないの
だ・Shelleyはこの二つの力,法 律 と神が事ごとに圧制者に味方 し被任








捨てるのは当然であり,父を殺 したBeatrice達の赦免を乞 う嘆願を 「親
















を果す ものにOrsinoが居る.彼 は狡猾の塊で己の利 益 の た め に は ど
んな事でもや りかねない入間である.「他人が織 りなす何か善悪入 り混っ
た陰謀を利用 して,俺 独特の目的を達成しよう」(V.i.77-81)とする
Orsinoの存在は矢野教授の言われるよ うにOthelloに於けるIago的




選んだ男 と結婚 させるか も知れない.そ うすればOrsinoが彼女を手に八
れる望みは消えるからだ.更に彼女を手に入れるためにはCenciが邪魔
5事
になる.こ の時都杏 よくGiacomoがCenciに苦しめられ,嘆 願書 も受
理 されないならば自殺するかCenci殺害のいずれかしか道がないと考え




為の為に罰 せられることを恐れるLucretiaに,いかにも宗教家 ら し く
「虐待があ るところには救いがあるとい うことだけを信 じなさい.そして救
いを掴む ために十分勇気を出しましょう.」(1.i.193-5)と口 か ら
出まかせを言って安心させ,手 先に使 う二入の暴漢 を推 す.こ うし て
Orsinoは持合わせ もしない同情心を装って自分の計画を着々と完全な も
のにする.
彼が邪悪 なことを行 う時,自 分は表面に出ずに人を自分の意のままに操,
って罪はすべて人に着せるとい うや り方をする.彼の計画は実に綿密で,犯
行が万一発覚する場合に備えて,弁明の仕方や隠れ家等 を考えてからでな
ければ計画 を実行に移しはしない.Cenci殺害の待伏計画が失敗 す る と
直ちに第二次の計画を立て,Petrella城にいる$eatrice宛の 手 紙 に
Giacomoの要望により二人の男を遣わすと認めたため,結 局この手 紙 が
あとからMarzioのボクットか ら発 見 されGiacomoやBeatriceが
Cenci殺害に直接関係していることが明らかになる.こ の殺害事 件 は折
しもCenciを逮捕に来た教皇使節によって発見 されOrsinoの陰謀は失
敗に帰す.こ うなればあとOrsinoに残 された仕事は自分一人が 逃 げ る
ことだけなのだ.彼 の館を訪れたGiacomoに正体を見抜かれ 「お 前 は
嘘の塊だ.裏 切者の殺害者,臆 病者の奴隸奴,だ が もう言 うまい.剣 を抜
け.」(V.i.52-5)と迫 られるが助けてやると巧みに騙して 自分を逮
捕 しに来ている衞兵の待っている方へ行かせ自分鐸卑しい身な りに変装し
て物事を外観だけで誤って判断す る群衆の中を逃れ る.し か しOrsina




の初めにBeatriceがOrsinoの正体を見抜いそ鋭 く彼を睨みつけ た 時.
54
「そのまなざしの光は俺の神経を一筋 々々解剖 し,俺を裸 にし,俺 に,心
に秘めた考えを悟 り,赤面 さぜるのだ.」(1.11.85-7)と告 白 し た





拘 らず,そ の目的達成の過程で起 る事件や言動は悉 く一つの恐るべき結末
へ向って進行する.しか もそれ等の人物はShelleyが描いた人物と して
独特の ものでその性格の発展が悲劇を結 末 へ 導 い て い るごこ の 劇で
SheUeyは教皇,父権,僧侶,裁判官,友 人,慣 習,法律,神 等あらゆ る 美
名 に隠れた害悪,そ の様な害悪に満ちた社会,そ の中にあってそれ等の害
悪に押えられて無力な者達を暴露 して,反 省を求め,そ れ等の害悪と戦っ
たBeatriceについてはその手段の誤 りを責めながらも,その雄 々 し く






読む者の心を美 しく浄化 して くれるような気がする.そ してつい先程まで
見た忌わしい事件や感情が美しいグェールの向 うにぼんや りと見えるに過
ぎないような気 が す る.LeighHuntがShelleyへの手紙で次の様 に
D
書いているのはこの様な気持を現わしたものではないかと思 う.即ち 「シ
ェ リィ君,君 は何と気高い本をくれたんだろう.詩と哲学 と人間性 と恐怖
とあ らゆるものを救 う意図の美しさとが何と誠実に品位あ り,情愛深 く織
り混ぜられた ものだろう.いわば嵐の後に四月の小川の様に歌 う仄かな余
韻がこの作品全体に流れているからだ.」と.Shelley独特の善悪の戦 い











④.Shelleyは こ の 劇 を,Miss'O'Neil1をBeatriceにMr.Keanを
CountCenciに し てCoventGardenで 上 演 す る こ と・を 切 に 望 ん
だ が 断 られ,結 局1886年ま で 上 演 さ れ な か っ た.Shelley自 身 は
上 演 の こ と を念 頭 に 置 い て 執 筆 し た が,そ れ で も 上 演 上 都 合 の 悪 い
点 が 多 い か ちだ;そ れ は 彼 が 観 劇 を 余 り好 ま ず 演 劇 に通 じて い な か
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